
議
会
だ
よ
り
　
秀
峰

12

議
会
だ
よ
り
　
秀
峰

13

藤
丸
髙
德
議
員

　

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
事
前
防

災
行
動
計
画
）
に
つ
い
て
、

今
ど
こ
ま
で
の
進
捗
状
況
か
、

ま
た
関
係
機
関
と
ど
の
よ
う

な
連
携
が
出
来
つ
つ
あ
る
の

か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

基
本
的
な
骨
格
が
出
来
上

が
り
、
こ
れ
か
ら
関
係
機
関

等
と
（
国
土
交
通
省
、
警
察
、

気
象
台
、
県
、
消
防
）
机
上

で
の
訓
練
、
地
域
の
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
計
画
を
作
成
し
、
訓

練
を
行
っ
て
い
く
。

三
谷
幸
一
郎
議
員

　

過
疎
地
域
に
住
む
高
齢
者

な
ど
は
、「
投
票
に
行
き
た

く
て
も
投
票
所
が
遠
方
に
あ

る
た
め
行
く
こ
と
が
困
難

だ
」
と
の
声
を
沢
山
聞
い
た
。

今
年
４
月
の
県
議
選
を
最
後

に
奥
大
田
地
区
の
投
票
所
が

廃
止
さ
れ
る
と
の
こ
と
。
こ

の
ま
ま
人
口
減
少
が
続
く
と

更
に
投
票
所
が
廃
止
に
な
り
、

ま
す
ま
す
１
票
を
投
じ
る
こ

と
が
困
難
と
な
り
投
票
率
は

低
下
す
る
一
方
で
、
投
票
難

重
森
一
宗
議
員

　

地
方
創
生
で
石
破
創
生
大

臣
に
訴
え
た
100
年
の
森
づ
く

り
事
業
の
内
容
と
専
門
職
の

人
材
派
遣
の
可
能
性
に
つ
い

て
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

林
業
を
中
心
と
し
て
、
高

知
お
お
と
よ
製
材
の
創
業
開

始
、
近
々
完
成
す
る
チ
ッ
プ

工
場
、
日
本
で
初
め
て
の
建

築
で
あ
る
木
造
の
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
の
建
設
（
Ｃ
Ｌ
Ｔ
）、

現
在
計
画
を
進
め
て
い
る
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
発
電

所
の
建
設
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー

ド
の
建
設
、
そ
し
て
Ｃ
Ｌ
Ｔ

関
連
の
製
造
工
場
等
の
誘
致

な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

石
破
大
臣
に
説
明
を
行
っ
た
。

人
材
派
遣
は
、
シ
テ
ィ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
い
う
、
国
が

支
援
を
す
る
制
度
が
今
回
地

方
創
生
本
部
で
発
足
、
応
募

し
た
の
は
高
知
県
で
は
本
町

の
み
だ
が
、
全
国
か
ら
120
を

超
え
る
市
町
村
が
国
の
職
員

三
谷
幸
一
郎
議
員

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
壊

滅
的
な
被
害
が
発
生
、
今
各

市
町
村
で
は
全
力
で
復
興
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
ん
な

中
復
興
を
い
ち
早
く
行
っ

て
い
る
宮
城
県
女
川
町
で

は
、
復
興
へ
の
合
言
葉
と
し

て
「
還
暦
以
上
は
口
を
出
す

な
」
で
将
来
あ
る
若
い
人
達

を
中
心
に
行
っ
て
い
る
と
の

報
道
が
あ
っ
た
。
人
口
減
少

率
全
国
３
位
の
大
豊
創
生
に

当
た
っ
て
は
女
川
町
の
よ
う

に
、
町
内
の
移
住
者
を
含
む

若
い
人
達
と
、
も
っ
と
も
っ

と
対
話
を
行
い
、
意
見
等
を

取
り
入
れ
て
行
っ
て
は
ど
う

か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

町
民
の
意
見
を
聞
く
と
い

う
こ
と
は
基
本
的
な
使
命
で

も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
幅
広

く
町
民
の
声
を
聞
き
進
め
て

い
く
。

重
森
一
宗
議
員

　

介
護
認
定
制
度
に
要
支
援

1
・
2
要
介
護
1
・
2
・

3
・
4
・
5
の
段
階
が
あ
る
。

今
年
か
ら
要
支
援
1
・
2
要

介
護
1
・
2
の
方
は
施
設
に

入
所
で
き
な
く
な
り
高
齢
者

住
宅
の
必
要
性
が
増
し
て
い

る
。
町
長
の
取
組
と
し
て
高

齢
者
・
若
者
も
含
め
た
住
宅

の
建
設
に
は
民
間
活
力
に
よ

り
取
り
組
む
と
い
わ
れ
て
い

る
が
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

町
内
の
公
共
施
設
を
利
用

し
て
住
宅
へ
の
転
用
、
民
間

企
業
と
連
携
し
た
建
設
に
つ

い
て
財
政
的
な
支
援
等
行
い
、

民
間
で
運
営
す
る
と
い
う
形

で
検
討
中
。

重
森
一
宗
議
員

　

条
例
の
基
本
的
計
画
の
第

８
条
に
、
町
長
は
計
画
を
定

め
る
に
当
た
っ
て
、
あ
ら
か

じ
め
町
の
森
林
所
有
者
、
町

民
等
、
事
業
者
及
び
有
識
者

の
意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
な
っ
て
い
る
。
100

年
の
森
づ
く
り
事
業
を
進
め

る
た
め
に
も
早
期
に
対
応
を
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

条
例
に
基
づ
く
そ
の
場
を

作
っ
た
経
過
は
な
い
が
、
町

民
の
意
見
も
聞
い
て
進
め
る
。

重
森
一
宗
議
員

　

条
例
第
11
条
に
、
町
は
ゆ

た
か
な
森
づ
く
り
に
対
す
る

理
解
を
促
進
す
る
た
め
、
９

月
を
大
豊
町
ゆ
た
か
な
森
づ

く
り
月
間
と
定
め
、
森
林
に

親
し
み
ふ
れ
あ
う
機
会
の
充

実
等
に
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
も
の
と
規
定
さ
れ
て
い
る

が
計
画
は
あ
る
の
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

具
体
的
な
計
画
は
な
い
が

条
例
の
主
旨
を
活
か
す
方
向

で
検
討
を
進
め
る

重
森
一
宗
議
員

　

前
回
の
平
成
22
年
度
国
勢

調
査
か
ら
今
年
の
10
月
1
日

国
勢
調
査
に
は
約
700
人
の
減

少
が
見
込
ま
れ
国
か
ら
の
交

付
税
が
約
2
億
円
削
減
さ
れ

る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
国
勢
調
査
に
向

け
て
町
長
は
町
民
に
対
し
て

「
徹
底
し
た
調
査
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
」
と
報
告
さ
れ

て
い
る
が
ど
の
よ
う
な
情
報

発
信
を
し
て
い
く
の
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

国
勢
調
査
は
大
切
な
調
査

で
あ
り
、
啓
発
に
努
め
適
正

な
調
査
を
徹
底
す
る
。

一般質問

一般質問

一般質問

一般質問

一般質問

一般質問

一般質問

問 

災
害
時
対
応
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
進

捗
状
況
は

答 
基
本
的
な
骨
格
が
完
成

問 

投
票
率
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
対
策
は
な

い
か

答 

期
日
前
投
票
を
呼
び
か
け
る

問 

大
豊
町
の
地
方
創
生
に
つ
い
て
人
材

派
遣
の
可
能
性
は

答 

応
募
は
高
知
県
下
で
本
町
の
み

問 

大
豊
創
生
に
は
若
い
人
達
の
意
見
等

を
聞
き
進
め
て
は
ど
う
か
。

答 

町
民
の
声
を
聞
き
進
め
て
い
る

問 

住
宅
の
必
要
性
が
増
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か

答 

民
間
活
力
に
よ
る
整
備
を
検
討

問 

大
豊
町
ゆ
た
か
な
森
づ
く
り
条
例
の

執
行
状
況
は

答 

町
民
の
意
見
を
聞
き
進
め
る

問 

10
月
1
日
の
国
勢
調
査
に
つ
い
て
調

査
対
象
は
厳
格
に

答 

適
正
な
調
査
の
徹
底
を
図
る

民
に
な
り
か
ね
な
い
。
提
案

と
し
て
、
地
区
ご
と
に
公
民

館
な
ど
を
利
用
し
て
日
時
を

定
め
て
巡
回
（
出
前
）
投
票

所
を
開
設
し
て
は
ど
う
だ
ろ

う
か
。
全
国
各
地
で
も
投
票

難
民
化
が
問
題
に
な
っ
て
お

り
、
島
根
県
大
田
市
で
は
こ

の
巡
回
（
出
前
）
投
票
所
を

検
討
し
て
い
る
と
の
報
道
が

あ
っ
た
。
中
山
間
地
の
１
票

を
守
る
た
め
本
町
も
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

石
川
靖
朗
選
挙
管
理
委
員
長

　

現
段
階
に
お
い
て
は
困
難

で
あ
る
が
、
期
日
前
投
票
の

利
便
性
を
周
知
し
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
送
迎
、
乗
合
タ

ク
シ
ー
、
通
院
タ
ク
シ
ー
等

を
利
用
し
た
投
票
を
呼
び
か

け
る
。

期日前投票所（大豊町農工センター）

を
希
望
し
て
い
る
。
人
材
派

遣
は
40
人
前
後
あ
り
、
17
日

創
生
本
部
か
ら
発
表
が
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。

重
森
一
宗
議
員

　

地
方
創
生
の
政
策
は
多
重

構
造
、経
済
だ
け
で
な
く「
過

疎
高
齢
化
対
策
で
地
方
の
衰

退
化
の
歯
止
め
を
す
る
」
と

言
わ
れ
て
い
る
。
日
本
平
均

の
高
齢
化
率
は
25.6
％
で
本
町

の
高
齢
化
率
は
55
％
を
超
え

て
お
り
国
の
2
倍
も
進
ん
で

い
る
。
町
に
お
い
て
更
な
る

福
祉
等
の
政
策
が
あ
れ
ば
地

方
創
生
に
提
案
で
き
る
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

国
が
地
方
創
生
本
部
を

作
っ
た
か
ら
創
生
を
始
め
る

で
は
な
く
、
今
ま
で
取
り
組

ん
で
来
た
こ
と
が
大
豊
の
創

生
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
同

じ
考
え
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

チップ工場（21世紀センターの跡地）


